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山形県最上郡赤倉地区の地質鉱床

一高橋兵一苧

1，緒”言
　本地域は，山形県において，金属鉱山が多く密集する

地域の一つであるが，、安定して出鉱を続ける満沢鉱山

（臼本鉱業）』を除じ・ては，永続性がなく，興廃の著しい

鉱山が多い。

　これら小鉱山の技術指導を目的として，続継して地質

調査を実施するこξとなり，昭和29年11月，当時稼行

中の杉の入鉱山を調査した。その後調査を中断し，昭和

33年9月，その他の鉱山を調査したが，昭和29年当時

稼行中の長富および杉の入鉱山も休山し，立中鉱山は鉱・

業権者がかわり，現在探鉱中の状態である。

　ここにその結果を報告する。

2，位置および交通

　本地域は，山形県最上郡最上町に含まれ，陸羽東線羽

前向町駅の南方約9kmの上満沢部落を中心とし，東西

約8km，南北約3kmの範囲で，西は杉の入部落より午

房根沢，東は赤倉温泉，南は山刀伐峠と背坂峠を結ぶ線

により画される地域である。．

　交通は羽前赤倉駅から赤倉温泉・山刀伐峠を経て山形

市行きバス，および羽前向町駅から上満沢を経て満沢鉱

山に至るトラヅクが通ずる。

3．地　　形

　調査地域の南西隅に金山（△762．9m），南東隅に大森

山（897．2m）があり，その間に背i坂峠・、山刀伐峠があ

る。地域内の小河川はそれらを分水嶺とし北流して小国

川に注いでいる。

　第三系下位層群の分布地域は概して急峻な地形をな

し，上位層群の分布地域は比較的低夷な丘陵性地形をな

し，対象的である。

4．地　　質

　本地域の地質は，下位から第三系及位層に相当すると

される緑色凝灰岩層（下部，上部）・菅の平層と，第四

系の上満沢層・中満沢層と，段丘堆積層からなる。

＊P仙台駐在員事務所

　火成岩としては，緑色凝灰岩層を貫く石英粗面岩岩脈

・両輝石安山岩岩脈・粗粒玄武岩岩床と，これらを被覆

する石英安山岩流からなる．これらの時代および関係は

第2図模式柱状図のとおりである。

　4．1下部緑色魏灰岩層

　主として緑色ないし灰緑色の変朽安山岩質角礫凝荻岩

からなり，しばしば頁岩の薄層を挾む。とくに中位より

上位にわたつては，浮石質凝荻岩と頁岩の互層，および

緻密な石英粗面岩質凝灰岩等の累層からなう。

　4．2　上部緑色i疑灰岩層

　本層は，一般に安山岩質および石英粗面岩質凝荻岩・

角礫凝荻岩・砂岩等からなり，特に最下位に黒色頁岩あ

るいは一部黒色泥岩・灰白色頁岩の厚層が発達し，これ

より上部を上部緑色凝灰岩層と称する。

　上・下の緑色凝荻岩層の走向は，西方午房根沢におい

てはーN300E，これから東方にゆくに従つて東にふれ，

長富鉱山付近でばN500Eを示す。地層は緩慢な摺曲構

造をなしているので，傾斜はこの構造に支配されて変化

する。

　4，3菅の平層
　赤倉温泉の東方小国川上流に沿い発達する本層は緑色

凝荻岩とは不整合関係にあるもので，下部は灰白色塊状

の細粒または粗粒凝灰岩お去び頁岩の互層からなり，上

部は浮石質凝灰岩・砂岩・頁岩との互層からなる。本層

中の頁岩には植物化石を産し，田ロー雄ら注1）によつて

仙台付近の秋保層群白沢層に対比されている。走向はお

おむねN400Eで20QWに傾斜する。

　灰白色細粒の凝灰岩は磨粉として付近の人々に用いら

れ，かつて一時商品として出荷されたこともあるとい

う。1

　4．4上満沢層

　本層は西は杉の入部落から東は赤倉温泉に至る低地帯「

に分布するが，杉の入部落付近では，礫岩と泥岩の互

層，中央部付近では浮石質砂岩，東部では泥岩がそれぞ1

れ発達する。この泥岩中には連続性に乏しい泥炭の薄層

を挾み，ときには砂岩と互層し縞状を呈する。

　本層の層理はほとんど水平に近いが，わずかに起伏を

注1）東北大学田ロー雄学士・渡辺卓学士による・
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山形県澱上郡赤漁櫨区の纏質鉱床（高橋蕪轡）

鉱区所在地1山形県最上郡最上鴨杉の入

　鉱業権者こ伊藤喜三郎（宮城県志田郡三本木町〉

響．叢．蓋　沿革および翼況

　明治年間から採掘され，その後讐本鉱業株式会社，そ

の他数人を経て，昭和雛年現鉱業権灘が買収Uて今羅

に至；）ている。当初杉の入坑で採鉱し，後その大切立入

坑を延長して駒岳および月山鑛轍着脈，探鉱し，駒岱鑛

は…部採掘された。

　昭和繊年馨月，浮灘選鉱設備を設けたが，同鐙年黛

月より探鉱轍行きづ叢り休山し現在に灘つてい恐．

　㌘．黛．慧i地質および鉱床、

　付近の地質は，下部緑色凝荻岩麟頓あた腿角礫凝荻

岩・緻蟹質凝凝堵お、試び浮石質凝荻趨と頁岩の互磨力・ら

な鱗穂に粗粒玄識岩岩床が見られ辱．走向お蕊むねN

農ガ島傾斜2ぎwである．

　鉱脈は杉の入葱畢および驚畢鑓・駒需鑛・簿山鑓があ

り，これらはほ麟ド行でその幾向は賛慕ポwで，笈号鑛

と駒岱鑓は東弧，窯号鑛と月山鑓は西にそれぞれ，7ボ

傾斜してい難．

　杉の入蓋号および驚号鑓鱗大切坑準（毒灘）では蓋脈

となり，その上部で分岐している．平均鑛幅蕪無～韓燃濫

で，走向および垂薩延長は約＄倉騰である．爾脈ともに玉越

灘寒，
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出形醸澱｛ヒ郡赤禽地区の地質鉱床ぐ講橋嬢…）

　　　　　　　　掘、1懐鳳欠点があ嬰〉．灘鉛鑓は，品龍，鑛幅ともに期待さ
慈，織　羅

本地域の鉱床群は，概して石英粗面岩岩脈の周辺に存

在することが多い．てのこ煮からも本鉱床群は第三系石

英粗面岩の活動に関係して，生成された浅熱水性裂か充

填鉱床と考えられる．

下部緑色凝萩岩中矯獲胎す恐鉱床では，母岩が糧粒玄

武岩の場禽1こは富鉱部をなし，母岩は撫くに緑泥石化作

用が進んでい添，，

ヒ部緑色凝灰岩麟に胚胎する鉱床では黒色頁岩為るい

は石英凝面燐を母岩とする場禽は，一般袴細脈でときに

網状あるいは鉱染状をなし，前説凝灰唐を母岩とす難場

合と較べて著レい形態の差異を承す．

杉の入鉱山

大切坑よ撃．ヒ部は大部分採掘済であll），大切坑におい

ても鉱況は良くない。駒岳鑛ほ，、l／二部で一部採掘された

が，なお窒誉碧の鉱量が認鋤｝られ・る、月罫乱i鋤は探鉱の程度

で鉱況はよくない。

立中鉱i u　　、

立中鉱床は戦前および戦後に若干賦）出鉱をみた，、税在

みられ蔦処では贔位は比較的よいが，綱状脈のために採

は連続性に乏しい，下部については立中坑よ膨騰識瀬購

および下部は一＄（）騰棄で採掘済みと思われ，今後の探

以、、ヒ要約す惹と本地域は，非常に鉱脈φ多い撫こるで

あるがジー般に幅はせ家く，満洪鉱出を除いては多くは
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